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区 内 す べ て の 介 護 サー ビス 事 業者 に緊 急 調 査 を実 施
猛威を振るう新型コロナウイルス感染症の対策が国や自治体の最大

の課題となる中、区は無症状者も含め「いつでも、どこでも、何度でも」
PCR検査ができる体制づくりを始めました。

ケアマネジャ ー としても働 く私は、検査拡大を歓迎する一 方、慢 性的
人手不足の介護事業者を定期的に検査し無症状感染者の 〝あぶ り出し〞

を行えば、現場は破綻、介護を受けられない要介護高齢者が生じると強
く危惧。区内全介護事業者を対象に緊急アンケ ー

介霞従事者等の PCR 檎査 卜調査を独自に実施しました。
（社会的検査）に調する調査

(369件の回答） イト冒＇号『力＂霰封とした要介護高齢者を救いたい1
詳繍はホームベージに鵬

そ

アンケ ー トで明らかになった現場の声や、介護
に関わる区民の方々の要請を区議会立憲民主党か ●退職職員による地域参加の促進
ら区への「緊急要望」に盛り込み、区長に直談判。 ●遺贈寄附の推進に向けた周知啓発
コロナ対策用の緊急ショ ー トステイ 10 床分の確保 ●コロナ禍で中止した成人式の実施
に繋げました。

訪 問 介 護 従 事 者 へ の ワ ク チ ン 優 先 接 種 を 実 現
ワクチン接種が始まり、医療従事者、高齢者や介護施設職員等が優先

接種の対象となる 一 方で、ヘルパー 等訪問介護従事者は対象外に。陽性
者に対応しても加算金もない等、格差が生じていました。利用者が感染
し、ヘルパー が最後の砦 となり介護にあたっても、ワクチンも手当もなし
ではただでさえ足りない介護人材が皆、現場から離れてしまいます。

こうした制度の矛盾を議会で取り上げ、区では国に先駆けてワクチン
優先接種対象を訪問介護従事者にも拡大。陽性者に対応したヘルパー に
対する手当支給の支援や周知も求めました。

中塚さちよは、リスクの高い高齢者、障がい者、持病のある方やその
家族、医療・介護現場で働く人たちの命と健康を守るため、現場からの
声を上げ続けます。

介護人材の養成

議会質問
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区議会ホ ー ムペー ジ
から議事録や動画を
こ覧いただけます

l一般質問

●区の特色を生かした税外収入獲得
●予期せぬ妊娠への早期相談支援
●中高年のひきこもり支援

＊ 
W,KIJん令和4年3月予算特別委員会
環境に配慮した事業を進める新たな資金調達
の手法として、他自治体でも導入されている
ESG 債の発行を提案。資金使途や事業の
効果を投資家に開示、外部評価機関の認
証を受けることで、環境・社会課題の解
決を目に見える形で進めます。

配伍口団；「＇且1ヰ「; ' 臥｀

l一般質問 配訂口四滋注i¦却「1顎tiF·

l代表質問

●カルト宗教被害者への
対応力向上

配訂口田滋比且1ヰ平顎tiF·
（一 部抜粋）

1日統一 教会問題対策、
被害者救済を推進

●学校給食費の完全無償化の決断要請

し 令 和 5 年 度 か ら つ い に 予 算 化 1

●障がい者グルー プホー ム補助金 の
対象拡大

●公契約条例・労働報酬下限額引上げ
の実施

●コロナ下の介護事業所への業務継続
支 援

●区民・事業者との協働による交通
政策の推進

土木建築、介護・保育や教育、交通・運輸業など、多様
な職種の労働環境の向上と賃上げへの波及効果をめざす

＊ ?;,KIJん 令和 4 年 10 月決算特別委員会
区では産業振興基本条例を 22 年ぶりに 「世田
谷区地域経済の持続可能な発展条例」としてリ
ニュー アル。デジタル ・リモー ト化や働き方の
変化が進む中で、条例や施策をチェックする会
議体には経営側だけでなく労働団体の代表も
加えるよう提言。今後も要請していきます。
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